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卒業研究

卒業研究

■ キリスト教学　■ 英語Ⅰ・Ⅱ　■ 情報技術Ⅰ・Ⅱ　■ 体育理論　■ 体育実技　■ 日本国憲法　■ ジェネリックスキルⅠ・Ⅱ基礎科目

■ 女性学　■ 人権と子ども　■ 乳幼児保育・教育の基礎　■ 伝統文化論（茶道）Ⅰ～Ⅷ教養展開科目

※掲載しているカリキュラムは一部で、変更される場合があります。

■ 保育原理　■ 教育原理　■ 教職論（幼・保）　■ 教職論（小・中）　■ 発達心理学

■ 心理学概論　■ 臨床心理学概論　■ 子ども学研究入門Ⅰ・Ⅱ　■ 子ども学専門演習Ⅰ～Ⅳ　

学部基幹
科目

■ 子どものメディア論　■ 子どもの生活空間　■ 子どもの遊び　■ 地域福祉論　■ 障害者福祉論

■ スポーツ心理学　■ 対人心理学　■ 社会心理学　■ 異文化理解　■ 多文化共生論

専門発展
科目

■ 教育相談　■ 保育・教育の器楽Ⅰ～Ⅵ　■ 音楽基礎　■ 幼児と音楽Ⅰ・Ⅱ

子ども
教育科目

■ 教育実習a 　■ 教育実習b　■ 教育実習ｃ　■ 教育実習指導a 　■ 教育実習指導b　■ 教育実習指導c

■ 教職実践演習（幼・小・中）　■ 心理演習

■ 保育実習Ⅰa 　■ 保育実習Ⅰb 　■ 保育実習Ⅱ　■ 保育実習指導Ⅰa　■ 保育実習指導Ⅰb　■ 保育実習指導Ⅱ実習科目

■ 教育・学校心理学　■ 比較教育制度論　■ 特別支援教育論　■ 教育課程論　■ 幼児教育方法論　
■ 教育方法論（ICT活用を含む）

■ 心理関係行政論　■ 心理学的支援法　■ 福祉心理学　■ 心理演習

発達・教育
心理学科目

■ 心理学研究法　　■ 心理学統計法　■ 心理学実験Ⅰ・Ⅱ　■ 知覚・認知心理学　■ 学習・言語心理学　
■ 心理的アセスメント　■ 障害者・障害児心理学

■ 子どもの食と栄養　■ 子ども文化　■ 子どもと絵本Ⅰ・Ⅱ

乳幼児
保育科目 ■ 子ども家庭福祉　■ 子ども家庭支援論　■ 社会的養護Ⅰ・Ⅱ　■ 子ども家庭支援の心理学　■ 幼児理解　

■ 子どもの保健　■ 保育の表現技術Ⅰ・Ⅱ

■ 中学校英語指導法Ⅰ～Ⅳ　■ 学習指導の技術Ⅰ・Ⅱ

初等中等
教育科目

■ 教科国語　■ 教科社会　■ 教科算数　■ 教科理科　■ 教科生活　■ 教科音楽　■ 教科図画工作　
■ 教科家庭　■ 教科体育　■ 教科英語

■ 国語科教育法Ⅰ・Ⅱ　■ 社会科教育法Ⅰ・Ⅱ　■ 算数科教育法Ⅰ・Ⅱ　■ 理科教育法Ⅰ・Ⅱ　■ 生活科教育法　
■ 音楽科教育法　■ 図画工作科教育法　■ 英語科教育法Ⅰ・Ⅱ

■ 海外の子どもと教育Ⅰ・Ⅱ　■ 実用英語Ⅰ～Ⅳ　■ 保育・教育の英語

■ 初級英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ　■ 中級英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ　■ 上級英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ
英語教育
科目

■ 第二言語教育論　■ 英語学Ⅰ・Ⅱ　■ Children's Literature　■ Children's Life in English  
■ Japanese Culture in English

■ 健康　■ 人間関係　■ 環境　■ 言葉　■ 表現　■ 保育内容総論　■ 保育内容（健康）　
■ 保育内容（人間関係）　■ 保育内容（環境）　■ 保育内容（言葉）　■ 保育内容（造形表現）　
■ 保育内容（表現活動）

４
年
間
の
流
れ

1年次

基礎を学ぶ

2 年次

基礎を充実させる

3 年次

実践力を養う

4 年次

高度な知識を学ぶ

学生×先生 クロストーク
ゼミの学びでシンカする

子どもの成長と学びをサポートできる
先生・保育士を育てます。カリキュラム

相談したらみんなで考えてくれる心強いゼミです。

久木元 美春さん
子ども教育学科4年生

（大阪府立槻の木高等学校 出身）

齋藤 久美子教授

（専門：発達心理学、
保育学、幼児教育学）

吉岡 菜央さん
子ども教育学科4年生

（大阪青凌高等学校 出身）

私自身は、発達心理学、保育学、幼児教育学が

専門。学生時代に保育園で継続的な観察調査を

行い、卒業論文を執筆しました。それ以来、保育

現場で観察調査や保育者へのインタビュー調査を

行い、主に幼児の「協同性」をテーマに研究して

います。子どもたちは共通の目的の実現に向かって

協力しながら活動するのですが、それを支える

保育者の計画や環境構成、言葉がけなどの援助の

在り方を明らかにしています。また、保育現場を

見たり、子どもたちや保育者と話したり、学生を

含めいろいろな人と保育の話をするのが大好きです！

ゼミ生も積極的に話す学生が多い気がしますね。

そうかもしれないね。ゼミでは、保育、子育て、子ども

に関する人や環境について調査者自身が直接見聞き

してデータ収集を行い研究していて、私が講義を

することもあるけど、担当者を決めてゼミ生が発表を

行うことも多いからかな。

ゼミは基本、週に1回ですが、先生は、時々授業外で

サブゼミを開いてくださったりしますよね。

補足のゼミだよね。多くの学生が参加してくれる

ので本当に真面目でいい学生たちが多いな、と

思っています。2人は、今年からゼミが始まった

けど、ゼミの雰囲気にだいぶ慣れてきた？

齋藤：

吉岡：

齋藤：

久木元：

齋藤：

そうですね。悩みや分からないことがあると皆で考えて

くれたり教えてくれたり、とオープンな雰囲気で過ごし

やすいです。私は「子どものごっこ遊びの発展に

ついて」というテーマで卒業論文を書く予定なの

ですが、まだ研究内容が固まっていなかった時に

ゼミ生たちがどうすれば研究できる内容になるのか

を考えてくれたのはとても印象に残っています。

私は「子どもの怖いもの見たさが生じる人数に

ついて」というテーマで研究を進めています。研究

発表の後にみんなで意見交換を行うことで新しい

考え方や見解が生まれて、より深い考察ができる

のでいい刺激になります。

卒業論文は12,000字以上執筆します。こんなに長い

文章を書く機会もそうありません。大変な道のり

ですが、苦労だけではなく得るものもあります。私自身も

観察調査やインタビュー調査を通して、よく見え、

よく聴こえるようになるという経験をしてきました。

労力は確かにかかります。しかしその分、一生懸命

やった方が楽しいはずなので目一杯頑張ってください。

先生は親身に指導してくださり、頑張りを認めてく

ださるので、やる気がどんどん湧いてきます！

いつも私たちを励ましてくださるので、支えになって

います。これからもどうぞよろしくお願いします！

吉岡：

久木元：

齋藤：

吉岡：

久木元：

オフショット
普段も和やかなガールズトークに

華を咲かせています！

子
ど
も
教
育
学
部

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ゼ
ミ
紹
介

CAMPUS GUIDE BOOK 2024 ｜47 48




